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建設産業情報（最近の動向） 
 
在外公館名 在ザンビア日本国大使館           
 
記入日   ２０１７年６月９日      
 
１．現地の建設・不動産市場に係る経済情報 
特になし 

 
２．建設業制度、入札契約制度、不動産業制度の改正動向  
 特になし 

 
３．報道情報 
 タイトル、概要 日付/掲載紙 
 
１ 

「中央分離帯のある幹線道路（Dual carriageway）、長年

の懸案」：長年の懸案だったルサカ－ンドラ間の幹線道路建

設プロジェクトが、法務長官の承認後まもなく開始される

旨、ロナルド・チトテラ住宅インフラ開発大臣が発表した。 

2017/5/8 
Daily Mail 

 
２ 

「キトウェ－チンゴラ間道路アップグレードに４３百万ク

ワチャ」：キトウェ－チンゴラ間道路アップグレードプロジ

ェクトは、政府の支払いの遅れより進捗が滞っていたが、

今般、未払い金が支払われたことから、今年末までには完

工見込み。 

2017/5/8 
Daily Mail 

 
３ 

「通行料金徴収５億クワチャ以上を見込み」：National 
Road Fund Agency（NRFA）は、昨年の道路・港等通行

料の徴収額は４億６５００万クワチャであったのに対

し、今年は、料金徴収施設や通行料の見直しにより、５

億クワチャ以上の徴収を見込んでいる。 

2017/5/11 
Daily Mail 

 
４ 

「マラウィへの道路建設を推進」：ロナルド・チトテラ住宅

インフラ開発大臣が、ザンビアとマラウィとの貿易促進

に資するナコンデ－カニャラ間道路建設プロジェクトを

推進していく旨発言。 

2017/5/31 
Daily Nation 

 
４．その他我が国の建設産業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 
５月１５日より、鉱山企業以外の全カテゴリーに対し、電気料金が約５０％値上がり。 

 










